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種子生産効率化技術の開発
～とやまの種もみブランドの発展のために～ 育種課　課長　小島 洋一朗

農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり

夏休み子供科学研究室を開催
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写真
原原種生産温室

カーテンで 3 つの

部屋に仕切られ

ています。

手前 ：未出穂

中央 ：傾穂期

奥 ：出穂始め

表　異型株の抜取り株数及び抜取りに要した作業時間 （10a 当たり )

原種の由来
県外
SCセンター

流れ稲
4
0

漏生
14
9

縞稲
3
0

葉色
0
0

稈長
446
0

出穂
15
6

芒
1
0

合計
483
15

作業回数
11
4

作業時間（h）
8.5
1.6

水稲奨励品種決定調査
（育種課　北﨑研究員）

田んぼの昆虫採集 農業用ドローンの見学 微生物の顕微鏡観察

「富富富」 ブランドを確立する
安定栽培技術の開発
（栽培課　髙松研究員）

水稲 ・大豆 ・園芸作物の
病害虫発生予察

（病理昆虫課　山本主任研究員）
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図 1　子実水分としわ粒率の関係 （2019 ～ 2021 年）

図 2　子実水分と高水分粒率の関係 （2019 ～ 2021 年）

図 3　褐色莢率と子実水分の関係 (2019 ～ 2021 年 )

図 4　成熟期頃のコンバイン収穫における
　　　 子実水分と汚れ指数の関係 (2019 ～ 2021 年）

注 1） 成熟期頃は褐色莢率 90％以上となった時期

注 2） 汚れ指数 （汚粒度１の粒数 ×1＋汚粒度２の粒数 ×２＋

　　　　汚粒度３の粒数 ×３＋汚粒度４の粒数 ×４）

　　　　/ 調査粒数計

注 3） 2020 年のコンバイン収穫は莢先熟であったため、 葉身

　　　　および葉柄を概ね取り除いたうえで実施

写真 2　供試コンバイン
注 1） 型式 ： クボタ ERH450E-CG

注 2） ロール式コンケーブ装着

写真 3　刈取時期となった 「えんれいのそら」 の
　　　　　圃場の様子 (2021 年）

研究成果

大豆「えんれいのそら」の高品質生産のための刈取時期の目安
～「えんれいのそら」の収穫サインを要チェック～

栽培課（現富山農林振興センター）　南山　恵
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表 1　成熟期頃の茎水分及び茎色 （2019 ～ 2021 年）

2019年
2020年
2021年

64.6
70.8
69.5

茎水分
（％）

0
10
0

緑色
0
70
15

緑～淡緑色
15
20
15

淡緑色
55
0
50

黄色
30
0
20

褐色
茎色の割合（％）

70 60 50 40 30 20 10 0

子実水分（％）

70 60 50 40 30 20 10 0
子実水分（％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

褐色莢率（％）

写真 1　加圧下の高水分粒

高水分粒とは・・・
子実水分25％以上で
押すと潰れる粒

注） 成熟期頃 ： 褐色莢率 90％以上となった時期
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図 1　子実水分としわ粒率の関係 （2019 ～ 2021 年）

図 2　子実水分と高水分粒率の関係 （2019 ～ 2021 年）

図 3　褐色莢率と子実水分の関係 (2019 ～ 2021 年 )

図 4　成熟期頃のコンバイン収穫における
　　　 子実水分と汚れ指数の関係 (2019 ～ 2021 年）

注 1） 成熟期頃は褐色莢率 90％以上となった時期

注 2） 汚れ指数 （汚粒度１の粒数 ×1＋汚粒度２の粒数 ×２＋

　　　　汚粒度３の粒数 ×３＋汚粒度４の粒数 ×４）

　　　　/ 調査粒数計

注 3） 2020 年のコンバイン収穫は莢先熟であったため、 葉身

　　　　および葉柄を概ね取り除いたうえで実施

写真 2　供試コンバイン
注 1） 型式 ： クボタ ERH450E-CG

注 2） ロール式コンケーブ装着

写真 3　刈取時期となった 「えんれいのそら」 の
　　　　　圃場の様子 (2021 年）

研究成果

大豆「えんれいのそら」の高品質生産のための刈取時期の目安
～「えんれいのそら」の収穫サインを要チェック～

栽培課（現富山農林振興センター）　南山　恵
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表 1　成熟期頃の茎水分及び茎色 （2019 ～ 2021 年）

2019年
2020年
2021年

64.6
70.8
69.5

茎水分
（％）

0
10
0

緑色
0
70
15

緑～淡緑色
15
20
15

淡緑色
55
0
50

黄色
30
0
20

褐色
茎色の割合（％）

70 60 50 40 30 20 10 0

子実水分（％）

70 60 50 40 30 20 10 0
子実水分（％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

褐色莢率（％）

写真 1　加圧下の高水分粒

高水分粒とは・・・
子実水分25％以上で
押すと潰れる粒

注） 成熟期頃 ： 褐色莢率 90％以上となった時期
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図 1　薬剤の越冬前散布における防除効果 （2018、 2019）

表 1　春季防除薬剤の防除効果

表 2　所内の多発生圃場における一次感染株の抜き取りが二次感染株の発生に及ぼす影響 （2020 年）

図 2　薬剤の越冬前散布時期が発病に及ぼす影響 （2018 年）

研究成果

タマネギべと病の効果的な防除法
～発生を未然に防ぐ予防散布が効果的～ 病理昆虫課　主任研究員　三室　元気

0 0 50 1002 4 6

発病葉は湾曲し、 病斑部に多

量に形成される胞子が飛散し、

二次伝染する。

過去に作付け実績があり、 前回作付けからの輪作期間が

短い圃場は発病リスクが高くなる。

特徴的な楕円形の黄色病斑

が次第に拡大して、 株全体

が衰弱する。

一次感染株

二次感染による被害圃場

二次感染株

ザンプロDM（F）
ジャストフィット（F）
フェスティバルC（W）
ドーシャス（F）
ジマンダイセン（W）
リライアブル（F）
レーバス（F）
無処理

リドミルゴールドMZ（W） 1,000倍 初発前
初発後

7.3  ±  3.7
－　　　　

1.3  ±  0.3
41.5  ±  3.9

ジャストフィット（F） 3,000倍 初発前
初発後

－　　　　
－　　　　

4.3  ±  1.6
46.7  ±  4.7

ザンプロDM（F） 1,500倍 初発前
初発後

78.7  ±  4.7
－　　　　

12.3  ±  3.0
49.1  ±  5.8

ジマンダイセン（W） 400倍 初発前
初発後

35.3  ±  8.7
－　　　　

3.5  ±  1.0
47.8  ±  3.9

無処理

＊表中の（－）は未試験
Ｗ: 水和剤、Ｆ：フロアブル剤

初発前
初発後

86.0  ±  3.5
－　　　　

56.4  ±  3.9
67.7  ±  3.0

ザンプロDM
（F）

＊図中のNT は未試験

1,500倍
3,000倍

800倍
1,000倍

400倍
500倍

2,000倍

1,500倍

ジャストフィット
（F） 3,000倍

薬剤 希釈倍率

薬剤

試験区

抜取り区

無処理区

反復

10

防除価

79

10

総調査
株数

2000

2000

一次感染
株数

56

48

二次感染
発病株数

46

221

二次感染
発病割合（%）

2.3

11.1

無処理に対する
リスク比　〔95%信頼区間〕

0.21＊　（0.15-0.28）

希釈倍率 散布時期 発病株率
（%）

薬剤

無処理

希釈倍率 散布日

2018年 2019年

発病株率

0 5 10 15
発病株率

発病株率

（2018 年 ： 006 号田）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 11 月 4 日及び 24 日

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 翌年 5 月 10 日

（2018 年 ： 006 号田）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 11 月 4 日、 13 日、 24 日、 12 月 5 日にそれぞれ 1 回散布

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 翌年 5 月 10 日の発病株率

（2016 年 ： 006 号田）

品種 ： 「もみじ 3 号」

定植日 ： 10 月 27 日

散布日 ： 4 月 15 日及び 20 日 （5 月 7 日初発）

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 5 月 13 日の発病株率

接種 ： 4 月 15 日に罹病株を各区に 3 株配置した。

（2018 年 ： 004 号田）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 4 月 23 日と 5 月 11 日 （5 月 11 日初発）

　　　　　　の 2 試験区を設けた。

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 6 月４日の発病株率

接種 ： 4 月 23 日に罹病株を各区に 1 株配置した。

1) 無処理に対するリスク比 ： 抜取り区の発病割合 / 無処理区の発病割合

2) 表中の * ： カイ２乗検定で有意差あり （p＜.0001）

3) リスク比の値が 1.0 より小さい場合は効果あり。 95% 信頼区間が 1.0 を含む場合はその差は有意でない。

4) 抜き取り日 ： 4 月 1 日

（2019 年 ： 004 号田） （多発生条件）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 11 月 16 日の 1 回

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 翌年 5 月 20 日

11月　4日
11月13日
11月24日
12月　5日
11月　4日
11月13日
11月24日
12月　5日

2016年

±SE
発病株率
（%）

2018年

±SE
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図 1　薬剤の越冬前散布における防除効果 （2018、 2019）

表 1　春季防除薬剤の防除効果

表 2　所内の多発生圃場における一次感染株の抜き取りが二次感染株の発生に及ぼす影響 （2020 年）

図 2　薬剤の越冬前散布時期が発病に及ぼす影響 （2018 年）

研究成果

タマネギべと病の効果的な防除法
～発生を未然に防ぐ予防散布が効果的～ 病理昆虫課　主任研究員　三室　元気

0 0 50 1002 4 6

発病葉は湾曲し、 病斑部に多

量に形成される胞子が飛散し、

二次伝染する。

過去に作付け実績があり、 前回作付けからの輪作期間が

短い圃場は発病リスクが高くなる。

特徴的な楕円形の黄色病斑

が次第に拡大して、 株全体

が衰弱する。

一次感染株

二次感染による被害圃場

二次感染株

ザンプロDM（F）
ジャストフィット（F）
フェスティバルC（W）
ドーシャス（F）
ジマンダイセン（W）
リライアブル（F）
レーバス（F）
無処理

リドミルゴールドMZ（W） 1,000倍 初発前
初発後

7.3  ±  3.7
－　　　　

1.3  ±  0.3
41.5  ±  3.9

ジャストフィット（F） 3,000倍 初発前
初発後

－　　　　
－　　　　

4.3  ±  1.6
46.7  ±  4.7

ザンプロDM（F） 1,500倍 初発前
初発後

78.7  ±  4.7
－　　　　

12.3  ±  3.0
49.1  ±  5.8

ジマンダイセン（W） 400倍 初発前
初発後

35.3  ±  8.7
－　　　　

3.5  ±  1.0
47.8  ±  3.9

無処理

＊表中の（－）は未試験
Ｗ: 水和剤、Ｆ：フロアブル剤

初発前
初発後

86.0  ±  3.5
－　　　　

56.4  ±  3.9
67.7  ±  3.0

ザンプロDM
（F）

＊図中のNT は未試験

1,500倍
3,000倍

800倍
1,000倍

400倍
500倍

2,000倍

1,500倍

ジャストフィット
（F） 3,000倍

薬剤 希釈倍率

薬剤

試験区

抜取り区

無処理区

反復

10

防除価

79

10

総調査
株数

2000

2000

一次感染
株数

56

48

二次感染
発病株数

46

221

二次感染
発病割合（%）

2.3

11.1

無処理に対する
リスク比　〔95%信頼区間〕

0.21＊　（0.15-0.28）

希釈倍率 散布時期 発病株率
（%）

薬剤

無処理

希釈倍率 散布日

2018年 2019年

発病株率

0 5 10 15
発病株率

発病株率

（2018 年 ： 006 号田）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 11 月 4 日及び 24 日

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 翌年 5 月 10 日

（2018 年 ： 006 号田）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 11 月 4 日、 13 日、 24 日、 12 月 5 日にそれぞれ 1 回散布

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 翌年 5 月 10 日の発病株率

（2016 年 ： 006 号田）

品種 ： 「もみじ 3 号」

定植日 ： 10 月 27 日

散布日 ： 4 月 15 日及び 20 日 （5 月 7 日初発）

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 5 月 13 日の発病株率

接種 ： 4 月 15 日に罹病株を各区に 3 株配置した。

（2018 年 ： 004 号田）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 4 月 23 日と 5 月 11 日 （5 月 11 日初発）

　　　　　　の 2 試験区を設けた。

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 6 月４日の発病株率

接種 ： 4 月 23 日に罹病株を各区に 1 株配置した。

1) 無処理に対するリスク比 ： 抜取り区の発病割合 / 無処理区の発病割合

2) 表中の * ： カイ２乗検定で有意差あり （p＜.0001）

3) リスク比の値が 1.0 より小さい場合は効果あり。 95% 信頼区間が 1.0 を含む場合はその差は有意でない。

4) 抜き取り日 ： 4 月 1 日

（2019 年 ： 004 号田） （多発生条件）

品種 ： 「ターザン」

定植日 ： 10 月 20 日

散布日 ： 11 月 16 日の 1 回

散布量 ： 150L/10a 相当

発病調査 ： 翌年 5 月 20 日

11月　4日
11月13日
11月24日
12月　5日
11月　4日
11月13日
11月24日
12月　5日

2016年

±SE
発病株率
（%）

2018年

±SE
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表 1　タマネギべと病の 「発病のしやすさ」 を算出するためのリスク評価表

表 2　発病レベルに応じた防除対策

表 3　表２の対策に対応した薬剤防除体系 （R３年産時点）

図 1　発病予測
アプリ 「HeSo＋」
及び診断項目

研究成果

富山県におけるタマネギべと病の発病リスク診断と対策法
～ AI を活用した新しい病害管理の形を提案～ 病理昆虫課　主任研究員　三室　元気

参考図　ドローンによるべと病発生箇所の検知
＊矢印付近の黄化部分が発病箇所

・ 追加防除の要否の意思決定や次作に対するリスク評価

　の精度向上などへの応用を検討

1） 30mm 以上の降水後に停滞水が消失するまでの日数 ： 半日～ 1 日以内 （良）、

　　 1 日～ 2 日 （普通）、 2 日以上 （不良）

2） リスク値の合計から 「発病のしやすさ （発病レベル）」 を以下のとおり算出する。

　　 ０～１ ： レベル１、 ２～３ ： レベル２、 ４～５ ： レベル３、 ６以上 ： レベル４
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表 4　既存のリスク評価表による診断と対策の実証 （2017 ～ 2021 年）　

1） 発病のしやすさは表１に基づいて算出した。

2） 実施した対策は表２及び表３に対応する。

3） 表中の * を付した２圃場はレベル３と診断された発病圃場に隣接する

　　 同一経営体が管理する圃場であった。

Heso+ の詳細 ・ 利用については

https://hesodim.or.jp/hesoplus/ をご覧ください。

図 2　予測アプリに表示される予測結果
＊診断したい圃場を登録し、 診断項目を入力することで表示

（農研内圃場を使用したデモ画面）

青 ： 低リスク圃場 （レベル１）　　赤 ： 高リスク圃場 （レベル３）
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表 5　発病予測アプリによる診断 （2017 ～ 2021 年）　

1) 予測アプリでは低リスク圃場がレベル１、 高リスク圃場が

　 レベル３と表示される。

2) 表中＊を付した２圃場は、 連作圃場及び近隣の自圃場でも

　 発病が認められた圃場であった。
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表 1　タマネギべと病の 「発病のしやすさ」 を算出するためのリスク評価表

表 2　発病レベルに応じた防除対策

表 3　表２の対策に対応した薬剤防除体系 （R３年産時点）

図 1　発病予測
アプリ 「HeSo＋」
及び診断項目

研究成果

富山県におけるタマネギべと病の発病リスク診断と対策法
～ AI を活用した新しい病害管理の形を提案～ 病理昆虫課　主任研究員　三室　元気

参考図　ドローンによるべと病発生箇所の検知
＊矢印付近の黄化部分が発病箇所

・ 追加防除の要否の意思決定や次作に対するリスク評価

　の精度向上などへの応用を検討

1） 30mm 以上の降水後に停滞水が消失するまでの日数 ： 半日～ 1 日以内 （良）、

　　 1 日～ 2 日 （普通）、 2 日以上 （不良）

2） リスク値の合計から 「発病のしやすさ （発病レベル）」 を以下のとおり算出する。

　　 ０～１ ： レベル１、 ２～３ ： レベル２、 ４～５ ： レベル３、 ６以上 ： レベル４
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表 4　既存のリスク評価表による診断と対策の実証 （2017 ～ 2021 年）　

1） 発病のしやすさは表１に基づいて算出した。

2） 実施した対策は表２及び表３に対応する。

3） 表中の * を付した２圃場はレベル３と診断された発病圃場に隣接する

　　 同一経営体が管理する圃場であった。

Heso+ の詳細 ・ 利用については

https://hesodim.or.jp/hesoplus/ をご覧ください。

図 2　予測アプリに表示される予測結果
＊診断したい圃場を登録し、 診断項目を入力することで表示

（農研内圃場を使用したデモ画面）

青 ： 低リスク圃場 （レベル１）　　赤 ： 高リスク圃場 （レベル３）
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表 5　発病予測アプリによる診断 （2017 ～ 2021 年）　

1) 予測アプリでは低リスク圃場がレベル１、 高リスク圃場が

　 レベル３と表示される。

2) 表中＊を付した２圃場は、 連作圃場及び近隣の自圃場でも

　 発病が認められた圃場であった。
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種子生産効率化技術の開発
～とやまの種もみブランドの発展のために～ 育種課　課長　小島 洋一朗

農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり

夏休み子供科学研究室を開催
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写真
原原種生産温室

カーテンで 3 つの

部屋に仕切られ

ています。

手前 ：未出穂

中央 ：傾穂期

奥 ：出穂始め

表　異型株の抜取り株数及び抜取りに要した作業時間 （10a 当たり )

原種の由来
県外
SCセンター

流れ稲
4
0

漏生
14
9

縞稲
3
0

葉色
0
0

稈長
446
0

出穂
15
6

芒
1
0

合計
483
15

作業回数
11
4

作業時間（h）
8.5
1.6

水稲奨励品種決定調査
（育種課　北﨑研究員）

田んぼの昆虫採集 農業用ドローンの見学 微生物の顕微鏡観察

「富富富」 ブランドを確立する
安定栽培技術の開発
（栽培課　髙松研究員）

水稲 ・大豆 ・園芸作物の
病害虫発生予察

（病理昆虫課　山本主任研究員）


